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桜

の

花

真
和
中
学
高
等
学
校
育
友
会
会
長

杉
村

明

高
校
を
卒
業
し
て
三
〇
余
年
を

経
た
過
日
、
私
を
乗
せ
た
国
連
機

は
、
あ
ち
こ
ち
に
散
ら
ば
る
飛
行

機
の
残
骸
を
横
目
に
カ
ブ
ー
ル

（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
）
の
滑
走
路

へ
着
地
し
た
。
わ
ず
か
一
週
間
の

滞
在
で
は
あ
る
が
、
こ
の
国
の
劣

悪
な
保
健
状
況
を
改
善
す
る
た
め

の
わ
が
国
の
貢
献
の
具
体
策
を
練

る
と
い
う
重
い
使
命
を
帯
び
て
の

出
張
で
あ
る
。
こ
の
国
で
は
、
乳

幼
児
の
六
人
に
一
人
は
五
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
妊
産
婦
の
六
〇
人
に
一
人
は

出
産
前
後
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
限
ら
ず
、

途
上
国
に
は
、
発
展
を
阻
害
す
る

様
々
な
難
問
が
待
ち
受
け
て
い

る
。
ど
れ
を
採
っ
て
も
、
ど
ん
な

大
学
入
試
問
題
よ
り
も
難
易
度
が

高
い
問
題
ば
か
り
で
あ
る
が
、
当

該
国
の
行
政
官
と
の
共
同
作
業
で

解
答
を
模
索
し
て
ゆ
く
の
が
国
際

協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
任
務

で
あ
る
。
私
も
、
自
分
の
知
識
と

経
験
と
を
総
動
員
し
て
、
こ
れ
ら

の
難
問
に
日
々
ア
タ
ッ
ク
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
真

和
時
代
に
漠
然
と
思
い
抱
い
て
い

た
、
将
来
の
自
分
の
就
き
た
い
仕

事
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
。

私
は
厚
生
労
働
省
か
ら
の
派
遣

人
事
に
よ
っ
て
、
こ
の
や
り
が
い

あ
る
業
務
に
た
ま
た
ま
何
度
か
従

事
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
が
、

職
場
の
同
僚
の
経
歴
は
千
差
万
別

で
あ
る
。
ど
う
い
う
進
路
を
選
ぼ

う
と
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を

見
失
い
さ
え
し
な
け
れ
ば
、
き
っ

と
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み

に
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
の
採
用
や
昇

進
に
あ
た
っ
て
、
卒
業
大
学
の
ブ

ラ
ン
ド
は
ほ
と
ん
ど
参
照
さ
れ
て

い
な
い
。
何
を
学
ん
で
、
何
を

や
っ
て
き
た
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
。真

和
時
代
、
自
分
の
進
路
に
つ

い
て
は
葛
藤
が
あ
っ
た
。
受
験
勉

強
の
照
準
は
東
大
合
格
に
あ
っ
た

が
、
東
大
生
と
い
う
大
勢
の
優
等

生
の
中
に
埋
も
れ
て
し
ま
う
の
は

自
分
の
生
き
方
で
は
な
い
、
と
い

う
思
い
も
強
か
っ
た
。
従
っ
て
、

東
大
に
つ
い
て
は
合
格
し
た
こ
と

で
ひ
と
ま
ず
目
標
を
達
成
し
た
も

の
と
割
り
切
り
、
進
学
に
つ
い
て

は
自
分
の
興
味
が
最
も
引
か
れ
る

学
校
（
気
象
大
学
校
）
を
選
ぶ
こ

と
に
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
進
学

後
も
葛
藤
は
続
き
、
こ
こ
も
、
や

が
て
中
退
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

自
然
を
相
手
に
す
る
よ
り
、
人
や

社
会
と
の
繋
が
り
の
中
に
本
来
の

自
分
の
居
場
所
が
あ
る
こ
と
に
よ

う
や
く
気
づ
い
た
か
ら
だ
が
、
結

局
、
医
学
部
を
経
由
し
て
行
政
官

の
道
を
歩
む
こ
と
と
な
っ
た
。
ど

の
道
霞
が
関
の
官
僚
に
な
る
の
で

あ
れ
ば
東
大
へ
素
直
に
進
学
し
て

い
た
方
が
早
道
だ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
少
し
回
り
道
を
し
て
し

ま
っ
た
が
、
気
象
学
、
医
学
と
い

う
面
白
い
学
問
に
接
す
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
は
自
分
の
人
生
を
豊

か
に
し
て
く
れ
て
も
い
る
。
厚
生

労
働
省
で
は
、
医
学
を
行
政
へ
応

用
す
る
仕
事
を
た
く
さ
ん
手
掛
け

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ま
で

に
肝
炎
対
策
（
Ｂ
型
肝
炎
の
母
子

感
染
予
防
、
献
血
へ
の
Ｃ
型
肝
炎

検
査
の
導
入
な
ど
）
や
病
院
機
能

評
価
な
ど
の
施
策
形
成
や
医
薬
品

承
認
審
査
な
ど
の
実
務
に
携
わ
っ

た
が
、
社
会
へ
の
貢
献
度
が
大
き

な
仕
事
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
そ
の

達
成
感
も
大
き
い
。
熊
本
に
は
、

世
界
の
天
然
痘
根
絶
に
貢
献
さ
れ

た
偉
大
な
方
（
国
際
保
健
医
療
交

流
セ
ン
タ
ー
蟻
田
理
事
長
）
が
お

ら
れ
る
が
、
私
も
、
西
太
平
洋
地

域
の
ポ
リ
オ
根
絶
に
、
国
際
保
健

医
療
協
力
の
責
任
者
と
し
て
貢
献

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ポ
リ
オ
根

絶
は
、
多
く
の
日
本
人
が
参
加
し

て
ア
ジ
ア
各
国
で
活
動
を
繰
り
広

げ
た
成
果
の
賜
物
な
の
だ
が
、
そ

の
中
で
も
、
中
国
は
じ
め
大
陸
の

津
々
浦
々
で
活
躍
し
た
真
和
一
三

期
の
西
村
裕
一
君
（
故
人
）
の
貢

献
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
西
村

君
と
は
、
タ
イ
の
地
方
都
市
で
偶

然
に
出
会
い
、
お
互
い
が
真
和
の

出
身
だ
と
わ
か
っ
た
時
の
驚
き
を

思
い
出
す
。
己
が
業
を
励
ん
で
、

世
の
文
化
に
つ
と
め
、
社
会
に
光

明
を
捧
げ
よ
う
と
い
う
ス
ピ
リ
ッ

ト
が
真
和
卒
業
生
の
行
動
原
理
と

し
て
活
き
続
け
て
い
る
こ
と
の
証

左
を
確
認
し
あ
っ
た
瞬
間
で
も

あ
っ
た
。
真
和
教
育
に
感
謝
。
合

掌
。

日
本
の
春
は
桜
で
あ
り
、
桜

の
開
花
と
と
も
に
日
本
人
は
真

の
春
の
到
来
を
感
じ
心
躍
ら
せ

ま
す
。
野
に
も
山
に
も
、
街
路

や
公
園
あ
る
い
は
庭
先
に
も
、

花
が
咲
い
て
「
あ
ゝ
、
こ
ん
な

と
こ
ろ
に
も
桜
の
花
が
あ
っ
た

の
か
」
と
気
づ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
春
に
な
る
と
、「
桜
は
ま
だ

咲
か
な
い
か
」、「
つ
ぼ
み
が
大
分

膨
ら
ん
だ
か
ら
も
う
咲
く
ぞ
」、

「
ち
ら
ほ
ら
咲
き
出
し
た
」
と
会

話
が
は
ず
み
、
満
開
に
な
る
日
を

待
ち
わ
び
ま
す
。
桜
の
花
は
、
清

ら
か
で
と
て
も
美
し
い
の
で
す

が
、
満
開
の
と
き
は
ほ
ん
の
僅
か

一
週
間
の
こ
と
で
す
。
真
和
中
学

高
校
の
近
く
に
も
沢
山
の
桜
が
あ

り
入
学
式
の
頃
に
咲
き
ま
す
。
最

近
暖
冬
の
せ
い
か
、
満
開
の
時
期

が
早
ま
り
入
学
式
の
頃
に
は
散
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
心
を
痛
め

て
い
ま
す
。
新
入
生
や
新
し
い
人

を
迎
え
る
に
は
満
開
の
桜
が
似

合
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
新
入
生
諸
君
、
ご
入
学

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ず

は
厳
し
い
受
験
戦
争
に
選
抜
さ
れ

真
和
中
学
高
等
学
校
に
合
格
さ
れ

た
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
お
祝
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
真

和
で
の
三
年
間
、
あ
る
い
は
六
年

間
は
、
大
学
受
験
な
ど
将
来
の
こ

と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大

切
な
時
期
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
将
来
の
夢
を
現
実
の
も
の
と
す

る
為
に
、
自
ら
求
め
て
学
習
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
人

は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
り
、
能
力

に
も
多
少
の
差
が
あ
り
ま
す
。
自

分
の
能
力
を
知
っ
て
、
自
分
の
学

習
方
法
を
早
く
身
に
つ
け
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
”能
あ
る
鷹
は

爪
を
隠
す
“
と
い
う
諺
を
知
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
が

思
っ
て
い
る
よ
り
周
り
に
い
る
人

た
ち
は
コ
ツ
コ
ツ
と
目
に
見
え
な

い
と
こ
ろ
で
努
力
し
て
い
る
と
い

う
訳
で
す
。

こ
れ
か
ら
真
和
で
の
生
活
を
送

る
中
で
、
苦
楽
を
共
に
し
た
り
、

色
々
な
悩
み
事
を
相
談
し
あ
っ
た

り
す
る
良
き
友
に
も
出
会
え
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
自
分
の

一
生
を
左
右
す
る
ほ
ど
の
良
き

先
生
に
出
会
え
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
方
々
と
交

流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来

大
き
な
実
を
結
ぶ
こ
と
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
恵
ま
れ

た
環
境
の
中
で
人
間
の
心
の
大

切
さ
も
、
仏
教
を
通
じ
て
是
非

学
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
真
和
中

学
高
等
学
校
の
一
人
と
し
て
大

き
な
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
、

堂
々
と
胸
を
張
り
、
有
意
義
に

過
ご
す
事
が
出
来
れ
ば
、
将
来

清
ら
か
で
美
し
い
皆
さ
ん
の
桜

の
花
が
咲
く
で
し
ょ
う
。

﹇
文
化
部
﹈

宗
教（
飛
永
）

文
芸（
衞
藤
）

写
真（
宮
本
）

コ
ー
ラ
ス（
菩
提
・
元
田
）

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ（
長
坂
）

演
劇（
衞
藤
）

囲
碁
将
棋
同
好
会（
高
洲
・
國
友
）

生
物
同
好
会（
野
口
）

Ｅ
Ｓ
Ｓ
同
好
会（
北
野
）

リ
コ
ー
ダ
ー
同
好
会（
宮
本
）

イ
ラ
ス
ト
同
好
会（
長
尾
）

﹇
体
育
部
﹈

軟
式
野
球（
國
武
・
竹
本
）

空
手（
田
村
・
中
野
）

剣
道（
松
木
）

サ
ッ
カ
ー（
高
）（
藤
崎
・
栗
原
・
川
野
）

ハ
ン
ド（
高
・
中
）（
大
村
・
長
坂
）

女
子
新
体
操（
酒
井
）

弓
道（
緒
方
・
元
田
）

バ
ス
ケ
ッ
ト（
高
）（
長
尾
・
福
岡
）

バ
ス
ケ
ッ
ト（
中
）（
高
洲
・
足
立
）

テ
ニ
ス（
吉
田
・
江
島
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン（
田
嶋
・
宮
崎
）

陸
上（
松
村
）

卓
球（
中
島
・
赤
司
・
影
山
）

サ
イ
ク
リ
ン
グ
同
好
会（
田
村
）

◎
生
徒
会
長

福
永
絵
里
世
（
Ⅱ
ー
２
）

◎
副
会
長

泉

美
華
子
（
Ⅱ
ー
１
）

◎
代
議
員
（
５
人
）

林
田

朋
子
（
Ⅱ
ー
１
）

浦
田

比
呂
（
Ⅱ
ー
１
）

林

佑
多
（
Ⅱ
ー
４
）

澤
村

浩
之
（
Ⅱ
ー
５
）

谷
口
雄
一
朗
（
Ⅱ
ー
４
）

平
成
十
六
年
度

生
徒
会
役
員
名

世
界
の
医
療
へ
貢
献

真
和
Ｏ
Ｂ
厚
生
労
働
省
官
僚

「
己
が
業
を
励
み
て
、
世
の
文
化
に
つ
と
め
、

社
会
に
光
明
を
捧
げ
む
」

国
際
協
力
機
構
人
間
開
発
部
技
術
審
議
役

橋
爪

章
（
八
期
）

真
和
高
校
が
「
週
刊
朝
日
」
平

成
十
五
年
九
月
十
九
日
号
に
「
シ

リ
ー
ズ

建
学
の
源
流
を
訪
ね
て

日
本
の
名
門
高
校
ベ
ス
ト
一
○
○

私

立

中
・
高
校

編
」
に
掲

載

さ

れ

た
。こ

の
シ

リ
ー
ズ
は

同
誌
の
Ｐ

Ｒ

特

集

で
、
広
告

企
画
で
は

あ
る
が
、

こ

の

シ

リ
ー
ズ
に

載
る
こ
と

自
体
、
母

校
が
注
目

さ
れ
る
存

在
に
な
っ

た
こ
と
に

他
な
ら
な

真
和
「
名
門
ベ
ス
ト
100
」
に

週
刊
朝
日
の
広
告
企
画

草
創
期
中
心
に
詳
し
く
紹
介

い
。特

集
記
事
は
六

ぺ
ー
ジ
に
渡
る
。

戦
後
の
六
・
三
・

三
制
へ
の
反
省
か

ら
、
中
高
一
貫
教
育

を
目
指
し
て
昭
和
三

十
五
年
に
真
和
中
が

創
設
さ
れ
た
こ
と

や
、
一
期
生
が
鎮
西
高
校
の
教
室

だ
っ
た
六
教
室
を
借
り
、
仮
校
舎

で
授
業
を
受
け
た
こ
と
、
昭
和
四

十
一
年
の
一
期
生
の
大
学
入
試

で
、
熊
日
新
聞
に
「
お
ど
り
で
た

私
立
三
校
」
と
し
て
商
大
付
属
、

マ
リ
ス
ト
と
と
も
に
真
和
の
大
学

合
格
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
実

績
が
報
じ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
草

創
期
の
真
和
を
詳
し
く
紹
介
し
て

い
る
。

ま
た
「
九
州
と
い
う
地
方
の
一

高
校
、
し
か
も
毎
年
の
卒
業
生
は

二
○
○
名
と
い
う
少
数
に
も
か
か

わ
ら
ず
難
関
大
学
に
多
数
の
合
格

者
を
輩
出
す
る
真
和
の
教
育
を
支

え
る
も
の
」
は
中
高
一
環
の
進
学

対
策
の
実
践
、
さ
ら
に
そ
れ
よ
り

大
き
な
力
と
し
て
「
宗
教
教
育
を

地
盤
と
し
た
全
人
教
育
の
方
針
と

そ
の
実
践
」
だ
と
論
じ
て
い
る
。

卓球部（男子）
県高校総体ベスト8

略 歴

橋爪 章（はしづめ あきら）
Hashizume Akira

1954年11月25日 福岡県生まれ
1973年 3月 真和高校卒業
1973年 4月 東京大学理科2類合格

するも辞退し、気象
大学校入学。その年
に中退。

1974年 4月 山口大学医学部入学
1980年 3月 山口大学医学部卒
1981年 1月 厚生省入省
1991年11月 タイ王国保健省派遣
1995年 4月
広島市出向 市衛生局長

1997年 7月 国際協力事業団出向
2002年 8月
厚生労働省医薬局血液対策課長

2004年4月
国際協力機構人間開発部技術審議役

そ
の
中
に
身
を
置
い
て
い
た
も

の
と
し
て
は
「
そ
ん
な
大
そ
れ
た

も
の
じ
ゃ
あ
…
」
と
気
恥
ず
か
し

く
な
る
く
ら
い
に
真
和
を
持
ち
上

げ
る
文
章
が
連
な
っ
て
い
る
が
、

草
創
期
の
先
生
方
の
ご
努
力
や
同

窓
生
の
気
概
は
、
や
や
誇
張
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
確
か
に
記
事
に

あ
る
通
り
だ
っ
た
。

同
誌
は
、
同
窓
会
の
事
務
局
に

保
存
し
て
あ
る
。
ま
た
各
支
部
に

連
絡
す
れ
ば
、
誰
か
が
所
有
し
て

い
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
ご
一
読

願
い
た
い
。

な
お
、
同
特
集
は
広
告
企
画

で
、
記
事
下
に
同
窓
生
の
広
告
が

並
ん
で
い
る
。
百
十
二
枠
の
広
告

ス
ペ
ー
ス
に
協
力
い
た
だ
い
た
同

窓
生
諸
氏
に
は
、
改
め
て
心
よ
り

感
謝
し
た
い
。

演劇部

オーケストラ部

ハンドボール部（女子）
県高校総体ベスト8

弓道部（女子）
県高校総体団体6位

テニス部
県高校総体ダブルス3位

空手部（男子）
県高校総体ベスト16


